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表１ 大井ら (1979) 分類 






















表２ 荒木 (1979) 分類 
名 称 甘えと攻撃性の表出 家庭内での特徴 治療導入 特 徴 
第Ⅰ群 










のみが発揮される 無口 困難 分裂気質 
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学年 幼稚園・保育園 小学校低学年 小学校高学年 
人数  ５   ２   ３  
表４ 大井ら(1979)分類のいずれに当てはまるかを判断するための指標 
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表５ 荒木 (1979) 分類のいずれに当てはまるかを判断するための指標 
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表６ 大井ら (1979) 分類による対象児の記述 
症例 学年 性別 コミュニケーション意欲 (家族以外に) 
対人的態度 
(家庭の内と外での差) 大井ら分類 
A 幼・保 女 受動的 あり －* 
B 幼・保 男 自発的 あり TypeⅠ 
C 幼・保 男 自発的 あり TypeⅠ 
D 幼・保 男 自発的 あり TypeⅠ 
E 幼・保 女 受動的 あり － 
F 小低 女 自発的 あり TypeⅠ 
G 小低 女 受動的 あり － 
H 小高 女 受動的 あり － 
I 小高 女 受動的 なし TypeⅡ 
J 小高 女 受動的 あり － 
*－は「分類不可能」を示す 
表７ 荒木 (1979) 分類による対象児の記述 












A 幼・保 女 積極的 多弁 容易 積極的依存 第Ⅰ群 
B 幼・保 男 積極的 多弁 容易 積極的依存 第Ⅰ群 
C 幼・保 男 積極的 多弁 容易 積極的依存 第Ⅰ群 
D 幼・保 男 消極的 多弁 容易 分類できない －* 
E 幼・保 女 積極的 多弁 深まりにくい 積極的依存 － 
F 小低 女 消極的 多弁 容易 分類できない － 
G 小低 女 消極的 多弁 深まりにくい 分類できない － 
H 小高 女 消極的 多弁 容易 分類できない － 
I 小高 女 消極的 口数普通 容易 内向的性格 第Ⅱ群 
J 小高 女 消極的 多弁 容易 分類できない － 
*―は「分類不可能」を示す 
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 症例 大井ら分類 荒木分類 
A －* 第Ⅰ群 
B TypeⅠ 第Ⅰ群 
C TypeⅠ 第Ⅰ群 
D TypeⅠ － 
E － － 
F TypeⅠ － 
G － － 
H － － 
I TypeⅡ 第Ⅱ群 
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